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一一人工呼吸関連機器:ユーザーレポート

人工呼吸:10巻2号

NICU旬支持5Gて:'GDV 1 P - B I :Iミ DGD多功F司

長野県立こども病院新生児科 田村正徳

体重 1kg未満の低出生体重児を想定したテスト肺モ

γル(静的3/7.7イ7iAl.Om1/c田H，O、呼吸抵抗200cm
H，O/L/sec、時定数0.2秒)にVIP-BIRDを装着し、
一回換気量10mLでそγル肺の自発呼吸回数を40/分か

ら80/分まで変化させ、 patienttrigger ventila 

tio日CPTV)トドでのVIP-BIRDの追従性と換気量・呼

吸仕事量 CWOBp)に及ぼす影響をCP-I00を用いて

測定した。さらに静的3/7。ヲイ7iAを0.5m1/c皿H，Oと
下げた場合、もしくは呼吸抵抗400c四H.O/L!secと

あげた病的肺仔Vでも同様の検討を行った。いず

れの場合もトリカ¥応答時聞は70msec以下と短く、 一

回換気盆は増加し、換気量あたりの患者呼吸仕事

量は減少した。さらに、 terminationsensitibit 

y機能CTS)は呼気トリγーとして有効であることも確

認出来た。 TS機能とは、患者の吸気の終了を認識

する機構で、例えばトミネイション感度を15%に設定すれ

ば、吸気流速が最大吸気流速の!日まで低下した時

点で吸気補助は終了し、呼気相に切り替わる。VI

P-BIRDでは、トミネイション感度は0-25%まで5%きざみ

で設定出来る。TSを作動させた場合、ターミネイショY感

度目でも肺内での吸気の陽圧時聞が大幅に短縮さ

れるが、換気量の減少は軽度であった。特に興味

深いことには、頻呼吸(80/分)で患者の吸気が人

工呼吸器の吸気設定時間より早く終了する条件下

では、 terminationsensitibity機能CTS)を作動

させることにより、かえって一回換気量が増大す

る現象がみられたことである。これは、短い呼気

時間により生じたautoPEEPがTS機能により軽減し

たためと分析された。

そこで、現在では、極低出生体重児でもfighti

ngをよく起こす患児には積極的にVIP-BIRDを使用

するようにしている。最小体重児は850gであった

が、 PTVの追従性は良好でfightingは明らかに減少

し、呼吸管理が容易であった。FLOWセンサーが小

型軽量で感度の微調節が正確にでき、応答時間も

短いので、このように小さな未熟児でも十分利用

できた。カフ無し気管内チューブの使用によるチ

ューブ周囲からのリークも、リーク繍正機機のお

かげで、 autocycleやトリγー不良の原因となった症

例は経験していなL、。更に気管軟化症や気道肉芽

等の閉塞性上気道病変と BPD等の肺障害を合併

した複雑な呼吸器疾患患者 (今や日本のNICUでも

珍しくなくなったが)では、従来の IMV方式ではf

igh t.ingのため呼吸管理に苦労することが多かった

が、 VIP-BIRDはその威力を遺憾な く発揮して、鎮

静剤jや筋弛緩剤等で患者を押さえ込まねばならな

い状況がほとんど無くなった。こうした患者では、

figh tingだけでなく autoPEEPを生じる危険性が高

いので、必ずterminationsensitibity機能CTS)

をONにして使用している。これは、患者の苦痛と

barotraumaの両者を軽減するために必要である。

細い気管内チューブを使用している低出生体重

児では、 weanlngのために IMVを減少させていくと

呼吸仕事量が増し、エネルギーの消耗につながる

ので、従来は修正月齢と臨床症状から、経験と"

かん"を頼りにALLor NOTHING的に"CPAPjλト"を

してweaOlngの時期を決めざるを得なかった。 しか

し、 VIP-BIRDでは、 Weaningは基本的に気道内圧

のみを下げていくだけでよいので非常に単純で、

機械的に進めやすく、結果的に抜管までの時間の

短縮が期待できる。 VIP-BIRDの利点を最大限に

引き出すためには、附属n.;t3iのBIRD Graphics 
Monitorでの気道内圧・流量波形のモニターが有

用である。これからは新生児領域でも圧容量曲線

や容量一流速曲線を観察しながら至適呼吸器条件を

設定することが要求される時代になるだろう。
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新生児領域で初めて、

ターミネーションセンシイティビティモードを装備

未熟児、新生児領域
〈タイムサイクル換気〉

(S) IMV/CPAP 
ASSIST /CONTROL 

-新しい技術

幼児、小児領域
〈ボリュームサイクル損気〉

SIMV/CPAP 
ASSIST /CONTROL 

承認番号038舗第0610号

フローシンクロシステム ・小児用に特別に設計したプレッシャーサポート

コンテ二ユアスフロー/デマンドフローシステム ・リーク補正システム

ジェットベンチュリーシステム 園高感度、高速サーボシステム

気道内圧増加に対する万全な安全システム ・正確な換気
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